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議
員　

学
校
や
民
間
団
体
な
ど
多
様
な

関
係
機
関
の
連
携
に
よ
る
ケ
ア
ラ
ー
・

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
充
実
を
望

む
が
、
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
は
。

知
事　

学
校
で
は
「
心
の
健
康
観
察
シ

ス
テ
ム
」
な
ど
を
活
用
し
、
児
童
生
徒

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
早
期
に
気
付
け
る
体
制
を

充
実
さ
せ
て
い
く
。
市
町
村
・
福
祉
・

医
療
・
教
育
の
関
係
機
関
の
合
同
研
修

を
実
施
す
る
な
ど
、
支
援
ス
キ
ル
の
向

上
と
連
携
強
化
を
図
っ
て
お
り
、
ケ
ア

ラ
ー
と
そ
の
家
族
を
社
会
全
体
で
支
え

る
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

島
名
・
福
田
坪
地
区
、
上
河
原

崎
・
中
西
地
区
の
事
業
完
了
に
向
け
た

今
後
の
見
通
し
と
沿
線
地
域
全
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

知
事　

工
事
を
最
大
限
加
速
化
し
て
い

る
が
、
事
業
期
間
の
再
延
長
も
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
検
討
し
つ
つ
、
一
日
も

早
い
事
業
完
了
を
目
指
し
整
備
を
進
め

る
。
ま
た
、
上
河
原
崎
・
中
西
地
区
で

進
め
て
い
る
、
最
先
端
の
生
活
様
式
を

提
供
す
る
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
モ
デ
ル
街

区
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
周
辺
地
域
に
波
及
さ

せ
、
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
進
め
る
。

議
員　

投
票
率
の
低
迷
が
続
く
中
、
若

い
世
代
の
政
治
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る

に
は
学
校
で
の
主
権
者
教
育
が
重
要
だ

が
、
そ
の
取
り
組
み
と
成
果
は
。

教
育
長　

学
校
で
は
、
発
達
段
階
に
応

じ
て
選
挙
の
意
義
や
仕
組
み
を
学
ん
で

い
る
。
外
部
人
材
を
招
い
て
選
挙
の
仕

組
み
を
学
ぶ
出
前
講
座
や
、
架
空
の
政

策
・
政
党
を
考
え
て
選
挙
を
体
験
す
る

模
擬
投
票
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

政
治
へ
の
意
識
が
高
ま
っ
た
と
考
え
る
。

各
校
で
の
好
事
例
を
他
校
に
も
広
め
な

が
ら
、
主
権
者
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

議
員　

民
間
出
身
の
現
役
副
校
長
が
逮

捕
さ
れ
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。

二
度
と
こ
う
い
っ
た
事
例
が
起
き
な
い

よ
う
、
民
間
出
身
校
長
の
採
用
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
対
策
し
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

第
三
者
の
目
か
ら
見
た
評
価

を
選
考
に
反
映
す
る
ほ
か
、
採
用
前
の

段
階
で
、
教
育
現
場
で
の
話
を
直
接
聞

く
機
会
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
し
て
い
る
。

今
後
も
、
民
間
人
校
長
の
選
考
の
在
り

方
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
高
い
倫
理

観
や
責
任
感
を
持
っ
た
民
間
人
校
長
を

選
考
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

議
員　

頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
災
害
に

対
し
て
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
対

応
す
る
た
め
、
防
災
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

活
用
を
進
め
て
ほ
し
い
が
、
所
見
は
。

防
災
・
危
機
管
理
部
長　

取
手
市
と
連

携
し
、
排
水
路
の
水
位
や
道
路
の
浸
水

状
況
を
自
動
で
把
握
・
通
知
す
る
シ
ス

テ
ム
の
実
証
実
験
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、

県
主
催
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
で
Ｖ
Ｒ
 ※1

を

活
用
し
て
い
る
。
今
後
も
国
や
市
町
村
、

民
間
企
業
な
ど
と
連
携
し
、
防
災
対
策

に
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
活
用
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
空

き
家
対
策
、

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
 ※2

の
推
進
な

ど
も
質
問
）

議
員　

本
県
が
誇
る
観
光
資
源
で
あ
る

ゴ
ル
フ
を
活
用
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効

果
を
県
内
全
域
へ
波
及
さ
せ
る
た
め
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

ゴ
ル
フ
需
要
の
高
い

韓
国
に
向
け
、
現
地
旅
行
会
社
へ
の
セ

ミ
ナ
ー
や
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
集
中
的
に
展
開
す
る
。
富
裕

層
の
誘
客
に
加
え
、
県
南
エ
リ
ア
の
ゴ

ル
フ
場
に
お
け
る
受
け
入
れ
促
進
や
関

係
者
と
の
連
携
な
ど
、
一
層
の
誘
客
や

受
け
入
れ
体
制
の
強
化
に
取
り
組
む
。

（
ほ
か
に
、

性
暴
力
根
絶

に
向
け
た
取

組
、
都
市
軸

道
路
の
整
備

な
ど
も
質

問
）

議
員　

若
草
大
橋
か
ら
南
側
の
ル
ー
ト

が
整
備
さ
れ
る
と
、
千
葉
県
と
の
交
流

人
口
の
劇
的
な
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
が
、

千
葉
県
と
の
連
携
の
取
り
組
み
状
況
は
。

土
木
部
長　

千
葉
県
へ
は
、
定
期
的
な

会
議
の
場
で
、
若
草
大
橋
か
ら
南
側
へ

の
延
伸
計
画
の
検
討
を
働
き
掛
け
て
き

て
お
り
、
基
礎
的
な
調
査
が
行
わ
れ
て

き
た
。
引
き
続
き
、
千
葉
県
に
延
伸
計

画
の
早
期
具
体
化
を
働
き
掛
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
林
業
分
野
の
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ

ト
制
度
 ※4

の
推
進
、

巡
回
連
絡

を
活
用
し

た
高
齢
者

総
合
安
全

対
策
な
ど

も
質
問
）

議
員　
「
茨
城
県
再
生
資
源
物
の
野
外

保
管
の
適
正
化
に
関
す
る
条
例
」
の
施

行
に
向
け
て
、
騒
音
を
は
じ
め
と
し
た

ヤ
ー
ド
の
問
題
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

騒
音
規
制
法
の

規
制
対
象
と
な
ら
な
い
ヤ
ー
ド
も
、
本

条
例
で
同
様
の
指
導
が
可
能
と
な
っ
た
。

指
導
に
従
わ
な
い
ヤ
ー
ド
に
は
勧
告
や

公
表
、
改
善
命
令
な
ど
の
行
政
処
分
を

科
す
な
ど
厳
し
く
対
処
し
、
県
民
の
安

全
と
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
先
端
技

術
の
導
入
、
国

道
３
５
４
号
古

河
境
バ
イ
パ
ス

の
進
捗
状
況
と

今
後
の
見
通
し

も
質
問
）

主
権
者
教
育

民
間
出
身
校
長
の
採
用

長田　麻美 議員
日本維新の会
牛 久 市 選 出 	

中村　はやと 議員
無 　 所 　 属
古 河 市 選 出

星田　弘司 議員
いばらき自民党
つくば市選出

中山　一生 議員
茨城無所属の会
龍ケ崎市・利根町選出

防
災
×
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

観
光
振
興
に
向
け
た

ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

県
境
に
架
か
る
若
草
大
橋
 ※3
を
基
点
と
し
た
、
千
葉
、

茨
城
の
交
流
人
口
の
拡
大
と
、
南
の
千
葉
県
と
の
連
携

騒
音
を
は
じ
め
と
し
た
ヤ
ー
ド
問
題

に
対
す
る
取
組

ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の

支
援

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
開
発
と

今
後
の
ま
ち
づ
く
り

ことば ※3【若草大橋】…利根町と千葉県印旛郡栄町を結ぶ利根川の橋。
※4【Ｊ－クレジット制度】…省エネ設備の導入や再生可能エネルギーの利用によるCO₂などの排出削減量のほか、適切な森林管理によるCO₂の吸収量を「クレジット」として国が認証する制度。創出さ	
	 れたクレジットは販売が可能。

　

請
願
・
陳
情
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
の
要
望
や
意
見
を
県
政
に

反
映
さ
せ
る
大
切
な
制
度
で
す
。

　

議
員
の
紹
介
が
必
要
な
も
の
が
「
請
願
」、
必
要
な
い
も
の

が
「
陳
情
」
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
本
県
議
会
に
お

い
て
も
請
願
・
陳
情
を
オ
ン
ラ
イ
ン
（
メ
ー
ル
）
で
提
出
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

請
願
・
陳
情
を
行
う
場
合
は
、
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
の
上
、
請
願
書
ま
た
は
陳
情
書
を
作
成
し
、
県
議
会
へ
１

部
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/gikai/sanka/seigan.htm

ことば ※1【ＶＲ】…Ｖｉｒｔｕａｌ	Ｒｅａｌｉｔｙの略で、専用のゴーグルで視界を覆うように360度の映像を映すことで、実際にその空間にいるような感覚が得られる技術のこと。
※2【ラーケーション】…児童生徒が校外における体験活動などを企画し、平日に保護者などと活動できる機会を確保するための制度。

文
教
警
察
委
員
会
か
ら
教
育
長
に
対
し
、

「
教
職
員
に
よ
る
懲
戒
処
分
事
案
の
発
生
防
止
対
策
」

に
つ
い
て
提
言
を
行
い
ま
し
た

　

近
年
、
飲
酒
運
転
を
含
む
教
職
員
に
よ
る
懲
戒
処
分
事
案
が

多
数
発
生
し
、
児
童
生
徒
や
県
民
か
ら
の
信
頼
の
失
墜
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
か
ら
、
教
職
員
に
よ
る
懲
戒
処
分
事
案
の
発
生
を

防
止
す
る
た
め
、
綱
紀
粛
正
を
図
る
と
と
も
に
、
教
職
員
が
職

務
邁ま

い
し
ん進
で
き
る
適
切
な
職
場
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
、
文
教
警
察
委
員
会
か
ら
教
育
長
に
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

防災イベントにおけるＶＲ体験

スマートタウン構想図
太田一高生徒会から地元市議会への地域課題
解決のための要望（生徒の主体的行動の例）

金属スクラップ
（再生資源物）の屋外保管

議長（議会事務局）受理・文書表（一覧表）作成

委　　　員　　　会

請願書の提出 陳情書の提出

付　　託

本会議へ審査結果報告

本会議で審議・採決

採　択

執行機関へ送付
（処理の経過および
結果報告を要求）

請願者（代表者）に
審議結果を通知

不採択

参考送付

一般質問（要旨）

請願（陳情）の主な流れ 請
願
・
陳
情
が
オ
ン
ラ
イ
ン（
メ
ー
ル
）で
提
出

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た


